
TKC・中央大学クレセント･アカデミー
第24期

「税理士のための租税法務講座」を開講します
税理士の皆さんの法務能力の向上を目的にして、ＴＫＣ全国会と中央大学クレセント・アカデミーが
連携して本講座をスタートさせたのは四半世紀も前のことになります。この間に税理士を取り巻く環
境は大きく変化しました。しかし、実務における租税正義の重要性に変わりはありません。本講座を
通じて租税正義の実現に必要な法的素養を修得し、租税の法律家としての基盤を揺るぎないもの
にしていただきたいと思います。本年も、スタッフ一同、皆さんのご参加をお待ちしております。

◉「税理士よ、法律家たれ！」の意味が分かりました。日常業務への意識が変わり、身の引き締まる思いです。
◉税法以外の法律を学ぶ必要があるのか疑問でしたが、実際は実務に役立つ知識ばかりでした。
◉リーガルマインドを体感でき、グループ研究での仲間との出会いも貴重な経験となりました。
◉「聞く」、「書く」、「話す」のバランスがとれた充実の講座でした。自信を持って次の参加者を紹介したいと思えます。

中央大学　クレセント・アカデミー専門委員長／法科大学院教授　土田伸也
受講生の声

◉期間：２０２６年10月２日㈮～２０２７年７月３日㈯
◉会場：中央大学（茗荷谷キャンパス・駿河台キャンパス）、ＴＫＣ全国会飯田橋スタジオ
◉募集人数：70名　◉受講料：198,000円（税込み）　◉申し込み・問い合わせ先：ＴＫＣ各地域会事務局
◉対象：TKC会員・税理士・巡回監査士
◉講師陣：［中央大学］福原紀彦名誉教授、佐藤信行教授、橋本基弘教授、笠井　修教授、原　恵美教授、

前田太朗教授、阿部純一准教授、只木　誠教授、小林　学教授、土田伸也教授
［専修大学］増田英敏名誉教授（ＴＫＣ全国会顧問）
［大阪府立大学］田中　治名誉教授
［慶応義塾大学］佐藤英明教授
［大阪学院大学］谷口勢津夫教授（大阪大学名誉教授）
その他、学界･実務界における第一級の専門家により構成された講師陣

※日程・カリキュラム、講師等は変更される場合がありますのでご了承ください。

開催回 日　　程 １　時　限 ２　時　限 ３　時　限

第１回
2026年 10月 2日（金）

午前 開講式 講座ガイダンス（事務局） 特別講義
午後 法学基礎（1） 法学基礎（2） 法学基礎（3）

10月 3日（土） 憲法（1） 憲法（2） 憲法（3）

第２回
11月 6日（金） 民法（総則） 民法（物権） 民法（債権総論）
11月 7日（土） 民法（担保物権･保証） 民法（契約1） 民法（契約2）

第３回
12月 4日（金） 民法（親族･相続１） 民法（親族･相続２） 民法（親族･相続３）
12月 5日（土） 刑事法（1） 刑事法（2） 刑事法（3）

第４回
2027年 1月 8日（金） 民事訴訟法（1） 民事訴訟法（2） 民事訴訟法（3）

1月 9日（土） 企業法（基礎１） 企業法（基礎2） 民法（法定債権）

第５回
2月 5日（金） 企業法（応用1） 企業法（応用2） 企業法（応用3）
2月 6日（土） 行政法（1） 行政法（２） 行政法（３）

第６回
4月 2日（金） 租税法の基本原理（1） 租税法の基本原理（2） 争点整理表の作成と活用
4月 3日（土） 国税通則法（１） 国税通則法（２） 租税手続法　

第７回
5月 7日（金） 租税正義と租税回避（1） 租税正義と租税回避（2） 税法の読み方
5月 8日（土） 裁決事例研究の仕方 租税実体法（１） 租税実体法（２）

第８回
6月11日（金）

判例の読み方（1） 判例の読み方（2） 民法と税法の関わり
グループ研究

6月12日（土） グループ研究の発表及び講評

第９回
7月 2日（金）  税務訴訟ワークショップ　第１日：税務紛争とその予防・解決の法 （模擬裁判作業含む）
7月 3日（土）  税務訴訟ワークショツプ　第２日：税務模擬裁判 修了式
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▶第1回：6月8日（月）
講師：橋本真一会員（関東信越会）

▶第2回：7月6日（月）
講師：小澤元一会員（関東信越会）

▶第3回：9月7日（月）
講師：栁澤祐介会員（関東信越会）

▶第4回：10月7日（水）
講師：金成祐行会員（西東京山梨会）

▶第5回：11月9日（月）
講師：大森昌浩会員（関東信越会）

▶第6回：12月7日（月）
講師：増山英和会員（関東信越会）

開催スケジュールと全体研修講師

山田康博支部長川上  陽塾長


